
２０２５年度 第１回町田市健康危機管理委員会 会議録要約 

 

 

日 時：２０２５年７月８日（火曜日）19時 30分から 20時 30分まで 

場 所：市庁舎３階 ３－２・３会議室 

 

出席者一覧： 

所属 氏名 出欠 

一般社団法人 町田市医師会 村野 浩太郎 出 

社会医療法人社団 正志会 南町田病院 矢野 正雄 欠 

公益社団法人 東京都町田市歯科医師会 渡部  裕朗 出 

一般社団法人 町田市薬剤師会 佐藤 康行 出 

東京都獣医師会 町田支部 原田 智  出 

警視庁町田警察署 名地 健二 出 

警視庁南大沢警察署 戸ヶ崎 裕紀 出 

東京消防庁町田消防署 山下 太輔 出 

町田市民病院  中野 素子 出 

※出：出席、出（代）：代理出席、欠：欠席 

※敬称略 

  



・要旨 

発言者 内 容 

 

事務局 

 

 

 

保健所長 

 

委員長 

 

１．開会 

～資料確認～ 

 

（１）交代委員のご紹介（２名） 

 

（２）保健所長挨拶 

 

（３）委員長挨拶 

 

 

 

事務局 

 

 

２．報告 

（１）町田市新型インフルエンザ等対策行動計画の改定について 

（資料１に基づき説明） 

 

（委員からご意見、ご質問なし） 

 

 

 

事務局 

 

３．議事 

（１）町田市新型インフルエンザ等対策行動計画骨子案について 

（資料２―１・２に基づき説明） 

 

（委員からご意見、ご質問なし） 

 

委員長 

 

住民に対する外出・移動の自粛要請に伴い、繁華街でのパトロール

等を強化されこと等、市内での活動について、警察署に伺いたい。 

 

Ａ委員 

 

初期から署員の感染が発生し、「警察官から市民へ感染させない」

ということで強い警戒のもと対応した。感染防止資機材（マスク、

手袋、ゴーグル、防護服）を配備し、訓練を徹底、特に若手職員の

装着習熟不足が課題で、着脱訓練を継続実施中である。 

 

Ｂ委員 

 

東京都の要請に応じて警視庁本部と連携し対応した。緊急事態宣言

下、本部は悪質な客引き・外出自粛関連犯罪の防止などの広報活動・

パトロールを強化。繁華街では都の外出自粛活動に警察が同行し、

トラブル防止にあたった。ワクチン会場ではシャトルバスの乗降場

所調整や誘導・混雑対応を実施した。 

 

  



委員長 

 

コロナ禍を通じて病院の感染症対策がどのような変化があったか、

また今後の対策について伺いたい。 

 

Ｃ委員 

 

手洗い・うがい等の標準予防策が徹底され、その重要性が全職員に

浸透するとともに、ワクチン接種に対する意識が向上し、問診票 

提出や接種への理解が高まった。一方で、通常医療と感染症対応を

両立した医療の継続、また、連絡体制として院内外の連携や受付 

対応が混乱するといった情報共有に関する課題が挙げられた。そう

した中で、コロナを契機にリモート会議が進展し、保健所等との 

定期会議で情報共有の推進が図られるようになった。 

 

委員長 

 

これまでの感染症対策の取り組みを踏まえた、歯科医療機関での 

今後の対策について伺いたい。 

 

Ｄ委員 

 

元々感染対策は徹底していたが、検温・問診などを新たに実施する

ようになり、診療台を診療ごとに消毒を実施、感染ピーク時は防護

服着用で診療対応を行った。また、老人ホームへの往診による口腔

ケアを継続し、施設職員からは感染予防の効果も期待されている。 

 

 

 

４．その他 

 

委員長 

 

消防署での熱中症の搬送状況等について伺いたい 

 

Ｅ委員 昨年の救急出動件数は過去最多の９３万件を記録し、今年は去年を

上回るペースで推移中となっている。熱中症搬送も増加傾向で、 

町田市では特に高齢者の割合が多く、発症場所は主に住宅と道路、

交通施設となっている。救急搬送体制の逼迫により、町田では  

他地域の隊が応援出動する事態も発生している。東京消防庁では、

非常用救急隊や重症対応隊の増設に加え、ＳＮＳや映像広報、医療

機関での啓発を通じて、救急の適正利用を促進している。 

 

委員長 

 

マダニを媒介したウイルス性感染症の最新情報や注意喚起等に 

ついて伺いたい。 

 

Ｆ委員 

 

SFTS（重症熱性血小板減少症候群）はマダニ媒介の感染症で、特に

猫から人への感染リスクが高く、重症例では数日で死亡することも

ある。獣医師や関係者はＰＰＥを着用し、隔離管理が必要である。

５月には三重県で猫を診察した獣医師が SFTS に感染し死亡する 

事例が発生。関東でも茨城や千葉で猫の陽性例が確認されており、



東京でも発生が予測される。野良猫など外で弱った猫の保護には 

高いリスクがあり、注意喚起が求められている。 

 

委員長 

 

全国的に薬剤不足、供給不足が続いており、その現状や対策等に 

ついて伺いたい。 

 

Ｇ委員 

 

現在、薬の供給が極めて不安定で、血圧・糖尿病・コレステロール・

感染症など多くの薬が入手困難な状況が続いており、薬剤師が日々

ギリギリの対応を強いられている。薬局では薬が届き次第患者宅へ

届けるなど災害時のような対応が常態化しており、患者・薬剤師 

ともに疲弊している。抗生物質も不足している。今後の感染症流行

に備え、円滑な医薬品流通体制の整備が急務である。 

 

 ５．閉会 

 

 


